
１．システム導入前の状況
・自動車で通勤している教職員及び学生は、

Excel様式の自動車入構許可申請書を提出していた
・部局の担当者は、受付した申請書の内容を別の

Excel様式（会議用、本部用）に転記していた

⇒システム開発者（池田）は、受付担当者（同僚）
が申請書の記載漏れ等に関する連絡・対応・手入力
が多く大変な状況に直面していることに気づいた

自動車入構許可申請システム

【申請側】
・いつでもどこでも申請可能になった。
・次回申請時に前回のデータが確認できる。
【受付側】
・業務負担の軽減
・ヒューマンエラーの減少

・年間約１３０件で１,３００分（５４時間）減

・システム開発前に行ったこと
①業務フローの把握及び不要な工程の取りやめ
②担当上司への説明、了承を得る。

３．成果・効果
・全学的な連携及び業務の標準化

（例）規程の改正、申請項目の統一

⇒仮に全学でシステム運用すれば、年間
２５００件以上の申請処理にかかる時間が、
２５０００分以上
（約４１７時間）減
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2024.1時点の申請フォーム

・開発にかかった時間
１０時間程度 ⇒初心者でもできる。
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個別の記載漏れ等連絡・対応
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時間は有限！

（2024年1月から幸町南キャンパスにて運用開始）

電動自転車１台分

コスト
カット！

中古車一台分？！

※若手職員（常勤）1名が超過勤務した場合

職場環境
改善の

一助に！

４．今後

⇒ 本プロジェクトは、身近な人の業務負担を軽減したいという動機で開始された


